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松
村
友
視
教
授　

略
年
譜
・
主
要
業
績
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略
年
譜

一
九
五
一
年
三
月 

静
岡
県
焼
津
市
に
生
ま
れ
る

一
九
六
六
年
四
月 

静
岡
県
立
静
岡
高
等
学
校
入
学

一
九
六
九
年
三
月 

同
校
卒
業

一
九
六
九
年
四
月 

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
入
学

一
九
七
四
年
三
月 

同
学
部
卒
業

一
九
七
四
年
四
月 
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
七
七
年
四
月
〜
八
二
年
七
月 
戸
板
女
子
高
等
学
校
非
常
勤
講
師

一
九
七
八
年
三
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
八
年
四
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

一
九
八
二
年
三
月 

同
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
八
二
年
四
月
〜
八
五
年
三
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

一
九
八
四
年
四
月
〜
八
六
年
三
月 

日
本
近
代
文
学
会
運
営
委
員

一
九
八
四
年
四
月 

泉
鏡
花
研
究
会
幹
事
、
現
在
に
至
る

一
九
八
五
年
四
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
助
手
就
任

一
九
八
八
年
四
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
助
教
授
就
任

一
九
八
九
年
四
月
〜
九
一
年
三
月 

大
妻
女
子
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
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一
九
八
九
年
四
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月 

日
本
近
代
文
学
会
評
議
員

一
九
九
〇
年
四
月
〜
九
二
年
三
月 

日
本
近
代
文
学
会
編
集
委
員

一
九
九
〇
年
四
月
〜
九
六
年
三
月 

三
田
文
学
会
理
事

一
九
九
一
年
四
月
〜
九
二
年
三
月 

学
習
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

一
九
九
二
年
四
月
〜
一
九
九
三
年
三
月 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
イ
ェ
ン
チ
ン
研
究
所
訪
問
研
究
員

一
九
九
五
年
四
月
〜
九
七
年
三
月 

東
京
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

一
九
九
六
年
四
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月 

三
田
文
学
会
常
任
理
事

一
九
九
七
年
九
月 

徳
島
大
学
文
学
部
集
中
講
義

一
九
九
八
年
四
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
就
任

一
九
九
八
年
四
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月 
日
本
近
代
文
学
会
編
集
委
員

一
九
九
九
年
九
月 
山
口
大
学
文
学
部
集
中
講
義

二
〇
〇
〇
年
四
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
委
員
就
任

二
〇
〇
〇
年
四
月
〜
〇
一
年
三
月 

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師

二
〇
〇
〇
年
四
月 

日
本
近
代
文
学
館
評
議
員
、
現
在
に
至
る

二
〇
〇
〇
年
四
月 

三
田
文
学
会
理
事
、
現
在
に
至
る

二
〇
〇
一
年
九
月 

青
山
学
院
大
学
文
学
部
集
中
講
義

二
〇
〇
二
年
四
月
〜
〇
三
年
三
月 

東
京
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

二
〇
〇
五
年
四
月
〜
〇
六
年
三
月 

立
教
大
学
文
学
部
・
同
大
学
院
非
常
勤
講
師

二
〇
〇
六
年
四
月
〜
〇
八
年
三
月 

日
本
近
代
文
学
会
編
集
委
員
長
（
兼
理
事
）

二
〇
〇
八
年
四
月
〜
一
〇
年
三
月 

日
本
近
代
文
学
会
理
事
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二
〇
〇
九
年
四
月
〜
一
〇
年
三
月 

東
京
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

二
〇
一
一
年
四
月
〜
一
二
年
三
月 

上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師

二
〇
一
一
年
八
月 

熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
集
中
講
義

二
〇
一
二
年
四
月 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
教
授
就
任

二
〇
一
二
年
四
月
〜
一
四
年
三
月 

日
本
近
代
文
学
会
理
事

二
〇
一
二
年
四
月
〜
八
月 

上
智
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
非
常
勤
講
師

二
〇
一
二
年
九
月
〜
一
三
年
三
月 

上
智
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

二
〇
一
四
年
四
月
〜
二
〇
一
六
年
三
月 

日
本
近
代
文
学
会
代
表
理
事

二
〇
一
六
年
三
月 

慶
應
義
塾
大
学
退
職
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主
要
業
績

著
　
書

一
九
八
五 

2 

森
鷗
外
・
於
母
影
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
論
叢
新
集
7 

） 

共
編
著 

桜
楓
社

一
九
八
六 

11 

自
筆
稿
本 
義
血
俠
血 

別
冊
解
説 

岩
波
書
店

一
九
八
八 

12 

三
田
文
学
の
系
譜 

共
編
著 

三
弥
井
書
店

一
九
九
三 

12 

紅
葉
全
集 

第
七
巻 

校
訂
・
解
題 

岩
波
書
店

一
九
九
五 

3 

紅
葉
全
集 

別
巻 

編
集
・
解
題 

岩
波
書
店

一
九
九
五 

3 

ス
タ
イ
ル
の
文
学
史 

共
編
著 

東
京
堂
出
版

一
九
九
六 

9 

作
家
の
随
想
3　

泉
鏡
花 

編
著 

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

一
九
九
七 

4 

作
家
の
自
伝
41　

泉
鏡
花 

編
著 

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

一
九
九
八 

4
〜
二
〇
〇
一 

9　
　

定
本
佐
藤
春
夫
全
集
（
全
38
巻
） 

共
編
・
解
題 

臨
川
書
店

二
〇
〇
一 

12 

大
正
文
学
全
集　

第
9
巻 

編
著 

ゆ
ま
に
書
房

二
〇
〇
三 

7 

尾
崎
紅
葉
集
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
篇
19
） 

注
釈
・
共
著 

岩
波
書
店

二
〇
〇
七 

3 

近
代
的
心
性
に
お
け
る
学
知
と
想
像
力 

共
編
著 

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
一
〇 

3 

改
造
社
出
版
関
係
資
料
（
D
V
D
） 
共
編
著 

雄
松
堂
出
版

二
〇
一
三 

11 

化
鳥
・
三
尺
角 

他
六
篇 
編
集
・
注
釈
・
解
説 

岩
波
文
庫
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二
〇
一
六 

3（
予
定
）　

日
本
近
代
文
学
館
年
誌 

資
料
探
索 

第
11
号 

編
著 

日
本
近
代
文
学
館

論
　
文

一
九
七
六 

3 
泉
鏡
花
自
筆
原
稿
解
析 

『
鏡
花
全
集
』
月
報
29 

岩
波
書
店

一
九
七
八 

2 

泉
鏡
花
・
戯
曲
の
研
究 

│
『
沈
鐘
』
を
中
心
と
し
て
│ 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
修
士
論
文

一
九
七
九 

2 

鏡
花
戯
曲
に
お
け
る
『
沈
鐘
』
の
影
響 

『
藝
文
研
究
』
第
38
号 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

一
九
八
一 

7 

悪
の
世
界 
│
泉
鏡
花
の
〈
内
な
る
風
景
〉
│ 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
46
巻
第
7
号 

至
文
堂

一
九
八
三 

6 

「
婦
系
図
」
の
背
景 

『
文
学
』第
51
巻
第
6
号 

岩
波
書
店

　
　

                　
　

※
一
九
九
六
・
3
『
日
本
文
学
研
究
大
成 

泉
鏡
花
』（
国
書
刊
行
会
）
に
再
録

一
九
八
四 

10 

「
義
血
俠
血
」
の
変
容 

│
紅
葉
改
作
を
め
ぐ
っ
て
│ 

『
日
本
近
代
文
学
』
第
31
集 

日
本
近
代
文
学
会

一
九
八
五 

6 

歌
行
燈 

│
深
層
へ
の
階
梯
│  

『
国
文
学
』
第
30
巻
第
7
号 

学
燈
社

一
九
八
五 

10 

鏡
花
初
期
作
品
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て 
│『
白
鬼
女
物
語
』
を
中
心
に
│
『
三
田
国
文
』
第
4
号 

三
田
国
文
の
会

一
九
八
五 

11 

嵯
峨
の
屋
御
室
に
お
け
る
浪
漫
主
義
の
生
成 

『
文
学
』
第
53
巻
第
11
号 

岩
波
書
店

　
　

    　
　
　
　
　

※
一
九
八
六
・
12
『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
11 

近
代
文
学
の
成
立
』（
有
精
堂
）
に
再
録

一
九
八
六 

6 

前
登
志
夫 

│
存
在
の
歌
と
し
て
の
短
歌
│ 

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
51
巻
第
3
号 

至
文
堂

一
九
八
七 

3 

鏡
花
文
学
の
基
本
構
造 

『
文
学
』
第
55
巻
第
3
号 

岩
波
書
店

 

　

※
一
九
九
一
・
1
『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集
12 

泉
鏡
花
』（
有
精
堂
）
に
再
録

一
九
八
七 

11 

「
春
昼
」
の
世
界 
『
論
集
泉
鏡
花
』 

有
精
堂

一
九
八
八 

3 

内
田
百
閒
「
冥
土
」
│
暗
い
土
手
の
幻
想
│ 
『
国
文
学
』
第
33
巻
第
4
号 

学
燈
社
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一
九
八
八 

5 

近
代
文
学
と
古
典
文
学 

│
『
近
代
小
説
』
と
『
物
語
』
│ 

『
日
本
近
代
文
学
』
第
38
集 

日
本
近
代
文
学
会

 

　

※
藤
井
貞
和
・
亀
井
秀
雄
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
再
録

一
九
八
八 
8 

陰
画
と
し
て
の
〈
江
戸
〉 

│
昭
和
一
〇
年
代
の
大
衆
時
代
小
説
│ 

『
講
座
昭
和
文
学
史 

第
2
巻 

混
迷
と
模
索
』 

有
精
堂

一
九
八
九 
3 
小
山
勝
清
『
民
俗
主
義
文
学
論
』（
緒
論
） │
翻
刻
・
解
題
│ 

『
藝
文
研
究
』
第
55
号 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

一
九
八
九 

5 
融
解
す
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー 

│
鏡
花
文
学
の
認
識
風
景
│ 

『
三
田
文
学
』
第
68
巻
第
17
号 

三
田
文
学
会

一
九
八
九 

7 

泉
鏡
花
「
高
野
聖
」 

│
隣
接
諸
学
の
援
用
│ 

『
国
文
学
』
第
34
巻
第
8
号 

学
燈
社

一
九
八
九 

11 

「
白
鷺
」 
│
語
り
の
構
造
│  

『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第
54
巻
第
11
号 

至
文
堂

一
九
九
〇 

10 

明
治
二
十
年
代
末
の
鏡
花
文
学 

『
国
語
と
国
文
学
』
第
67
巻
第
10
号

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

一
九
九
〇 

11 

鷗
外
・
敏
・
荷
風 

│
荷
風
招
聘
を
め
ぐ
る
経
緯
│ 

『
三
田
の
文
人
』 

丸
善

一
九
九
一 

1 

山
川
方
夫
「
愛
の
ご
と
く
」 
│
愛
と
い
う
名
の
日
常
│ 

『
国
文
学
』
第
36
巻
第
1
号 

学
燈
社

一
九
九
一 

3 

田
山
花
袋
「
重
右
衛
門
の
最
後
」
論 

『
近
代
文
芸
新
攷
』 

新
典
社

一
九
九
一 

5 

逆
行
す
る
時
間 

│
鏡
花
文
学
の
認
識
風
景
（
二
）
│ 

『
三
田
文
学
』
第
70
巻
第
25
号 

三
田
文
学
会

一
九
九
一 

8 

時
間
の
物
語 

『
国
文
学
』
第
36
巻
第
9
号 

学
燈
社

一
九
九
二 

4 

合
わ
せ
鏡
と
し
て
の
テ
ク
ス
ト 

│
中
上
健
次
『
奇
蹟
』
を
め
ぐ
っ
て
│ 

『
文
学
』
季
刊
第
3
巻
第
2
号 

岩
波
書
店

一
九
九
二 

6 

〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
の
は
ざ
ま 

『
日
本
文
学
史
を
読
む
』
ⅴ
近
代
1 

有
精
堂

一
九
九
三 

10 

主
題
と
し
て
の
〈
未
完
〉 │
透
谷
『
蓬
萊
曲
』
を
め
ぐ
っ
て
│ 

『
文
学
』
季
刊
第
4
巻
第
4
号 

岩
波
書
店

一
九
九
五 

9 

知
と
神
話
と
の
距
離  

│
泉
鏡
花
「
湯
島
詣
」
を
め
ぐ
っ
て
│ 

『
国
文
学
』
第
40
巻
第
11
号 

学
燈
社

一
九
九
五 

11 

「
水
月
」
へ
の
意
志 

│
泉
鏡
花
の
描
く
夜
│ 
『
日
本
の
美
学
』
第
23
号 

ぺ
り
か
ん
社

一
九
九
六 

2 

詩
歌
と
学
問 

│
柳
田
国
男
と
折
口
信
夫
│ 
『
岩
波
講
座 

日
本
文
学
史
』
12 

岩
波
書
店
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一
九
九
七 

1 

折
口
信
夫
と
泉
鏡
花 

『
国
文
学
』
第
42
巻
第
1
号 

学
燈
社

一
九
九
七 

5
〜
二
〇
一
三 

6　

木
下
杢
太
郎
『
食
後
の
唄
』
注
釈 

作
品
論
1
〜
8
（
共
著
）

 
 

『
成
蹊
大
学
一
般
報
告
』
第
29
巻
〜
47
巻 

成
蹊
大
学

一
九
九
七 
6 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム 

│
帝
国
と
文
学
│
」 

『
藝
文
研
究
』
第
72
号 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　

※
富
山
太
佳
夫
・
朝
吹
亮
二
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
再
録

一
九
九
七 

7 

〈
知
〉
と
い
う
名
の
境
界 

『
ユ
リ
イ
カ
』
第
29
巻
第
10
号 

青
土
社

一
九
九
九 

7 

〈
も
う
ひ
と
つ
の
知
〉
の
ゆ
く
え 

│
鏡
花
文
学
を
視
座
と
し
て
│ 

『
環
境
学
事
始
め
』 

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

一
九
九
九 

7 

鏡
花
文
学
の
中
の
〈
知
〉 

『
論
集
泉
鏡
花
』 

和
泉
書
院

一
九
九
九 

12 

「
帰
省
」
論 

│
創
出
さ
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
│ 

『
藝
文
研
究
』
第
77
号 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

二
〇
〇
一 

10 

人
は
豚
に
な
れ
る
か 
│
賢
治
童
話
の
認
識
論 

『
自
然
と
文
学　

環
境
論
の
視
座
か
ら
』

 

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

二
〇
〇
二 

6 

「
戦
闘
的
啓
蒙
」
の
論
理 

│
鷗
外
初
期
言
論
の
構
造
と
背
景
│ 

『
国
語
と
国
文
学
』
第
79
巻
第
6
号

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会

二
〇
〇
四 

6 

シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
『
西
洋
哲
学
史
』
へ
の
森
鷗
外
自
筆
書
き
込
み
│
翻
刻
お
よ
び
翻
訳
（
共
著
）

 
 

『
藝
文
研
究
』
第
86
号 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

二
〇
〇
七 

3 

初
期
鷗
外
の
シ
ェ
リ
ン
グ
受
容　

│
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
グ
ラ
ー
『
西
洋
哲
学
史
』
へ
の
書
き
込
み
を
中
心
に
│

 
 

『
文
学
』
第
8
巻
第
2
号 

岩
波
書
店

二
〇
一
〇 

3 

初
期
鷗
外
に
お
け
る
認
識
論
的
綜
合
へ
の
意
志 

『
大
妻
女
子
大
学
草
稿
テ
キ
ス
ト
研
究
所
研
究
年
報
』
第
2
・
3
号

 

大
妻
女
子
大
学
草
稿
テ
キ
ス
ト
研
究
所



─ XXX─

二
〇
一
一 

12 

北
村
透
谷
の
詩
人
観
形
成
と
エ
マ
ー
ソ
ン
受
容
│
そ
の
思
想
的
系
譜
を
め
ぐ
っ
て
│

 
 

『
藝
文
研
究
』第
101
号
第
一
分
冊 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

二
〇
一
三 
1 

「
利
他
」
と
い
う
思
想
│
鷗
外
文
学
に
お
け
るSeele

の
ゆ
く
え
│ 

『
文
学
』
第
14
巻
第
1
号 

岩
波
書
店

口
頭
発
表
・
講
演

一
九
七
八 

6 

鏡
花
戯
曲
に
お
け
る
「
沈
鐘
」
の
影
響 

慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会

一
九
八
三 

12 

鏡
花
初
期
作
品
に
お
け
る
紅
葉
の
添
削
に
つ
い
て 

日
本
近
代
文
学
会
例
会

一
九
八
四 

7 

鏡
花
初
期
自
筆
原
稿
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
点 

泉
鏡
花
研
究
会
大
会

一
九
八
五 

6 

鏡
花
文
学
の
基
本
構
造 

慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会

一
九
八
七 

10 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
小
説
と
物
語
」 

日
本
近
代
文
学
会
大
会

一
九
八
九 

12 

『
三
田
文
学
』
創
刊
号
を
読
む 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
九
九
三 

11 

北
村
透
谷
の
エ
マ
ー
ソ
ン
受
容
を
め
ぐ
っ
て 

慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会

一
九
九
四 

5 

泉
鏡
花
に
お
け
る
演
劇
と
小
説
の
あ
い
だ 

日
本
近
代
文
学
会
大
会

一
九
九
六 

4 

近
代
の
中
の
鏡
花
文
学 

Ａ
Ａ
Ｓ
国
際
会
議
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ハ
ワ
イ
）

一
九
九
六 

12 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム 

│
帝
国
と
文
学
│
」 

慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会

一
九
九
七 

7 

鏡
花
文
学
の
中
の
〈
知
〉
と
〈
無
知
〉 

泉
鏡
花
研
究
会
大
会

二
〇
〇
二 

11 

近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
東
西
思
想
の
交
流
を
め
ぐ
っ
て 

韓
国
外
国
語
大
学
校
（
ソ
ウ
ル
）

二
〇
〇
五 

11 

初
期
鷗
外
と
ド
イ
ツ
観
念
論 

慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会

二
〇
一
〇 

3 

初
期
鷗
外
に
お
け
る
認
識
論
的
綜
合
へ
の
意
志 

大
妻
女
子
大
学
草
稿
テ
キ
ス
ト
研
究
所



─ XXXI─

二
〇
一
一 

7 

初
期
鷗
外
の
認
識
風
景 

上
智
大
学
国
文
学
会

二
〇
一
三 

7 

「
わ
た
く
し
と
い
う
現
象
は
…
…
」 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
公
開
講
座

二
〇
一
三 
11 

鏡
花
を
読
む
よ
ろ
こ
び 

神
奈
川
近
代
文
学
館

　
　
　
　
　
　
　
　

※
朝
吹
真
理
子
と
対
談

二
〇
一
五 

10 
鷗
外
文
学
に
お
け
る
〈
総
合
〉
へ
の
模
索 

日
本
大
学
文
理
学
部
大
学
院
特
別
講
義

二
〇
一
五 

11 

鷗
外
文
学
に
お
け
るSeele

の
ゆ
く
え 

慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会


